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1 まえがき
近年, ウェアラブルデバイスへの需要の向上に伴って
衣類上などへの適応を想定し, 柔軟性などの面から導電
性繊維によるテキスタイルアンテナの研究が行われてい
る. 導電性繊維は高価であり, 使用量増加により柔軟性
が損なわれるという問題点から, アンテナ形成時には使
用量を削減することが望ましい. 一方,導電性繊維の使用
量の削減や刺繍構造による特性変化は実験によって判明
する場合があるため,実験の確実性が要求される. そこで
本稿では, 導電性繊維で構成されたディスクダイポール
アンテナの刺繍量削減モデルにおいて, S パラメータ法
による入力インピーダンスの測定を行ったので報告する.

2 アンテナ概要
今回対象とするアンテナ構造を図 1に示す. それぞれ
追加予備刺繍 (y 方向) を 4 本とし, 予備刺繍間隔が 1.0

mm (図 1a), 2.5 mm (図 1b) であり, それぞれを Model

A, Model B とする. 全てのアンテナモデルについて,

刺繍用母材としてポリエステル 100 % のフェルトを用
いた.

3 測定結果
測定は平衡給電型アンテナのため, S パラメータ法に
よる測定を行った [1][2]. 校正時には試作アンテナに接
続する 2 本の同軸ケーブルと等長の校正用ケーブルを付
加し [3], 自動校正を行った. 各モデルのインピーダンス
の測定結果を図 2, 3に示す. 参考のために FDTD 法に
よる計算結果も同図に示す. 測定結果は両モデルとも複
共振が見られ, 広帯域動作の傾向が確認される. 一方で,

実験及び計算において給電部近傍の形状が入力インピー
ダンス, 特にリアクタンス成分に影響を与えるため今後
の要因を含めた検討が必要である.

4 まとめ
本報告では導電性繊維で構成されたディスクダイポー
ルアンテナの刺繍量削減モデルにおいて, S パラメータ
法による入力インピーダンスの測定を行った. 今後, 給
電部付近の形状による入力インピーダンスへの影響を検
討していく.
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(a) Model A (b) Model B

図 1: アンテナ構造
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図 2: Model A の測定結果
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図 3: Model B の測定結果
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